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光スペクトラムアナライザ

MS9001A/MS9001A1 

0.6---1.75μm 



MS8001A/MS8001却光スペクトラムアナライザ

光通信分野の急速な発展と家庭用のコン1'¥クトテイスク(CD)・

ビデオテイスク(V口)の普及に伴い，半導体レーサi発光タイオ

ードのような光部昂・材料の量産化時代に入っており，それらの

製造・検査部門で測定時間の短縮が要求されていますL

MS8001A/Alは掃引の高速{じゃデータ処理機能の充実に

より，大幅な測定時間短縮を実現しました。

また， DFBレ ザなど長距離通信用テパイスの開発・製造に

おいては，高い精度のスペクトラム測定ガi必要になっていますh

MS8001Aではレベル確度・直線性の保証，夕、イナミックレン

ジ、の拡大などによって，より正確なスペクトラム測定が可能にな

りました。

特lこDFBレーザのサイドモード比の測定に威力を発揮します。

タイナミックレンジをMS8001Aよりさらに拡大したMS80

OlAlも用意しました。

MS8001A/Al光スペクトラムアナライザ‘は，当社のMS86

Aなと、でI音ってきた技術を基礎にし，さらに発展させた高速・高

確度・多機能な光スペクトラムアナライザです。

〈特長〉

・最高0.3秒の高速掃引

・広いダイナミックレンジ

50dB(MS8001A 1)， 45dB(MS8001A) 

・i:2dBのレベル確度の保証

・直線性i:0.5dB/10dBを保証

・+10dB--70dBmの広いレベル範囲

・0.6-1.75μmの広い波長範囲

・多種多様な測定条件機能，処理機能

(主な用途)

・半導体レーザのスペクトラム測定

・発光タイオードのスペクトラム測定

・光ファイバの損失波長特性測定

・フィルタの透過率測定

J 
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高速・高確度・多機能の光スペクトラムアナライザ

〈最高0.3秒の高速掃引〉
高速掃引機構の開発と16ピットCPUの採用により処理時間

の短縮を図った結果，掃引幅2nm以下で‘0.3秒の高速測定
が可能になりました(ただしSWEEPTIME: FAST MO e DEのときはた多モードレーザの測定などに使用する間|
l幅20nm.50nmでも1秒以下と高速です。

• 

(広いタイナミックレンジ‘〉

MS8001Aは光学部の迷光レベルを低減させたことにより
45dBのタイナミックレンジを実現しました。またMS8001
A1は新しい回折格子を使用し，さらに広い50dBのタイナミ
ツクレンジを得ています。この性能はDFBレーザのメインモ
ドとサイドモードの比の測定などに威力を発揮します。

DFBレーザ(MS8001Alを使用)

1.523um He-Neガスレーザ(MS8001Alを使用)
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〈レベル確度+2dBの保証〉

分散分光方式を採用しているため，半導体レーザのスペクトラ

ム波形を高確度に測定できます。

さらに，新たに開発した受光光学系により，光レベルを光源の

偏光性に無関係に士2dBのレベル確度で測定できるようにな

りました。これにより発光素子相互のレベル差の比較が可能に

なり，ファイバに外部から振動を与えた場合もレベル変動の少

ない測定ができますh

〈直線性十0.5dB/10dBの保証〉

レベル測定の直線性が最小レベル-70dBmまでt保証されて

いるのでL半導体レーザの縦モード聞のレベル差なども正確

な測定ができます。右の写真はレベルの異なるE個のDFB

レーザの光(-lOdBm，-45dBm)を入力した測定例で、す。

(0.6-1.75μmの広い測定波長範囲)

測定波長範囲を赤外側に広11， 0.6-1.75μmの波長帯域を

確保しました。

これにより1.55μmの発光ダイオードのスペクトラム波形の全

体を一掃引で、測定できるようになりました。

• 
1.5己3μmHe-Neガスレーザ(SMファイ;'¥.入力レベルー30dBm)

• 

1.55μm LED 
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(+ 10--70dBmの広い測定レベル範囲〉

受光素子lこ3元系ClnGaAs)タイプのPIN*トタイオード(長

波長需)とSトPINホトタLイオード(短波長講)を採用し，また光

チヨツ/てを使用することにより最大-70dBmまで、の低レベル

の測定が可能になり，3Mファイバの損失波長特性も測定でき

ます。

SMファイハ演失波長特性
(2km.回りによるカットオフを含む)一一一一ーノ

(高い波長確度)

回折格子の回転角を高精度に制御しているので波長確度が高

く再現性もすぐれています。

5 

o 85umLO(SMファイバ，入力レベルー70d8m)

0.6328μm He-N巳ガスレーザー



〈高い波長分解能O.lnmと読み取り分解能2pm)

分光部に収差の少ない放物面鏡を使用することで高い波長分

解能O.lnmを実現しました。また発光波長の微小な変動も読

み取り分解能2pmlこよって観測で、きます。右の写真は1.55

μmLDに注入する電流を微小に変えたときの波長の遣いを

HALF CENTE円機能を用い、読取り分解能2pmで測定

した例で、す。
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処理機能の充実

(操作回数の大幅低減，自動解析機能)

〈スペクトラム・オート・レンジンク機能〉

スペクトラム・オート・レンジンクのキーを押すと最適な測定条

件になるまで自動的に測定を繰返しC円Tょに表示しますh

〈会話式測定〉

C円T上lこ表示するメニューを順次選択し，あるいはそのメッセ

ージ‘に従って，被測定物をセットし測定条件を設定することに

より容易に測定が行えます。

会話式に測定できる項目を次に示しますh

OLO(レーザ夕、イオード)のスペクトラム測定

OLEO(発光ダイオード)のスペクトラム測定

0ファイバの損失波長特性の測定

0フィルタの透過率の測定
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〈半値幅自動読取機能〉

HALF WIDTHキーを押すだけでLスペクトル半値幅をC円

T画面にマーカと数値で表示しますL

〈ピークサーチ機能〉

測定波形のピーク値を画面上にマーカで、示し，そのレベルと波

長を数値で表示します。

(ピーク・センタ機能)

測定波形のピーク波長を中心波長に設定しますh

• 

• 

-砂
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(マーカ・センタ機能〉

測定波形上に設定されたメイン・マーカ(*)ガ、示す波長が中心

波長に設定され，その位置が画面の中央に移動します。

〈マーカ機能の充実)

従来のレベルマーカ，波長マーカに加えて，メイン・マーカ(*). 

ゼ口・マーカ(+)を備えることにより波長解析の操作性が一段

と良くなりました。たとえば，ゼ口マーカを使用するとピーク聞

のレベル差と波長差が数値で表示されますh

〈メモリ機能〉

MS9001A/A1は.3つの測定データ・メモリに加えて，測定

条件設定メモリ10個を持っており瞬時に以前の測定条件を呼

び出すことができます己あらかじめ条件設定を行っておけば，測

定の都度の設定操作は不要です。

〈差し引き漬算機能〉

波形データを記憶したデータ・メモリ聞で差し引き演算ガ、でき

ます。使用できるデータメモリはE円EFと3MEAです。

テータ・メモリ

;~IJ定条件メモリ

CONTROL 

SWEEP 
GRAP村 ・REMOTE
OISPLAY LOCAL SINGLE 
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(内蔵プリンタ)

本体にプリンタを内蔵していますので， CRT画面上の測定デー

タのハードコピーが取れます。またハードコピー出力中でも別の

測定ガ、可能ですh

(キ一・力J，-)
高度な測定操作が不必要な場合に最小限のキーを残して覆

います。(別売)

• 

• 
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測定構成例

光スペクトラムアナライザ

日目口

図1光ファイバ損失波長特性の測定系

(光ファイJ，の損失波長特性測定〉
MS8001A/AlをLOSSモードに設定すると， データ・
メモリ聞の差引き演算機能力1働いて光ファイパの損失波長

特性を表示できます己

①円EFボタンを押して参照用短尺ファイバを測定

③MEAボタンを押して被測定ファイバを測定

0.6 1.2 1.8 μ飾

RES 5nm 10en俄./diυ

G1ファイバの!員失;度長特性(2.5kml

パンドパスフィルタ
光スペクトラムアナライザ

田
口口一口一

MG922A白色光源 平行ビームマウントMA9198

光ファイ八

図Eバンドパスフィルタの分光透過率の測定系
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• 
CRT 
観測波形，スケール，測定条件および

測定結果などを表示するためのC円T
です。

• SOFTKEY 会話式測定のときや"ADVANCED 
FUNCTIONモードの時に使用するソ
フトキーです。

SPECT円UMAUTO 
円ANGING
スペクトラム自動測定を行なうときに用

いるキーです。このキーを押すと自動測

定終了まで上部しEDが点燈します。

-SPECTAUM A... TQ RANGING 

o 
INτEN$ITY 

POWE円
電源をON/OFFするスイッチでまb電
源が供給されると，右側のランプが点

燈します。

D
 
E
 

E
E
 
Fr 

T
E
 

M
問ロ門p
 m

口

PRINT 
内蔵プリンタでC円T画面の八一ドコピ
ーをとるときに用いるキーです。

". 

E刷 RE ・孟孟斗J= OISPLAY 

AVELENGτH TAACE MOOE SWEEP 

• • • GRAPH .AEMOTE 

START ~lP CENτEA SPAN SPECTRUM TRANS LOSS OI$PlAY LOCAL $INGLE 

仁川コ口口 口口口正|長l
DATA MEMQRY GRAPH & 

PEAK MA<ER 6W • • MARKEA ーCENTER -・肝 ER -SPAN RESOLUTK測 ' 2 REF 3 MEA ClEAR CAL INITIAl REPEAT 

長l己己L二|口口口口 口口口
LEVEL MARKER 

WAVElENGTH MEMORY 0-9 
MAIN lEVEL 2 SAVE 阿ECALL sγOP 

口口口口 口口
PEAK HALF HALF ZE向。 AOV FUNCTION • MARKER 
SEARCH CENTER WIDTH QN QFF 8EGIN RETUAN FULL 

一一一ー
OATA ENTRY ιーー

• • • 
MARKER ENABLE ENABLE 

COARSE QPTICAL INPUT 

亡l 0[D[D[B 06-1.75μm 

/ ...... 画面h
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BACK ENTER 
SPACE n 
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MEASU円E
波長，レベル，分解能等の測定条件を

設定するためのキーです。

DISPLAY 
CRTに表示するデータやモードに関係
するキーです。

CONTROL 
掃引のスタート・ストップや， 測定条件の

メモリ転送などを設定するキーでまb

• DATA ENT円Y
MEASURE， DISPLAY等のキー
と共に使用し， 測定条件なと'の数値設

定に用います。

OPγICAL INPUT 
光入力コネクタです。

INTENSITY 
CRTIの明るさを調整するツマミです。



(J'i.ンド)'¥スフィルタの分光透週率測定)

MS8001A/AlをT円ANSモードに設定し，平行ビームマウ

ントMA818日を前ページ図Eのように使用するとパンドパス

フィjレタの分光透過率を測定できます。(データメモリ聞の差し

引き演算機能を使用)

①円EFボタンを押し平行ビームマウントにフィルタを入れない
で測定

③MEAボタンを押し平行ビームマウントに被測定フィルタを

入れて測定

=む
発光素子

MA818A発光素子測定ユニット

TR白H5円15510H

1. 256B 

RE5 50倫

μa・ 1.306B 1.356B 

10nm/diυ 

パンドパスフィJレタ(中心波長1.305μm半値幅25nm)の分光透過率

光スペクトラムアナライザ

日田口
光ファイバ

図3発光素子のスペクトルの測定系

(LDの波形測定〉

コネクタ結合していない発光素子を測定する場合は，発光素子

測定ユニットMA818Aを使用してMS8001A/A11こ結合す

ることにより発光スペクトラムを測定できま五

14 
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規格

機 種 MS900lA MS900lAl 

波長範囲 0.6-1.75μm 

測定レベル範囲叶
-70-+ 10dBm(0.7-1.6μm). -65-+10dBm(0.6-0.フμm).
-55-+10dBm( 1.6-1.75μm) 

測定レベル確度 4・2 土2dB(0.85μm.1.3μm.1.55μmlこて)

直線性 土3dB/白OdB.土1dB/20dB.土0.5dBパOdB

レベルスケール 0.2. 0.5. 1. 2. 5. 10dB/divおよびL1NEA円

タイナミックレンジ(迷光レベル)
35d日以上 3 40dB以上司

45dB以上"4 50d日以上 '5

波長読み取り精度 2pm 

波長確度 ::!::lnm(1O-40.C). ::!::0.5nm(25.C) 

波長分解能 0.1. 0.2. 0.5. 1. 2. 5nm 

波長得引幅 O. 0.1. 0.2. 0.5. 1. 2. 5. 1(コ.20. 50. 100nm/div 

0.3秒以下(スキャン幅2nm以下)

婦引時閣議巴
1秒以下(スキャン幅50nm以下)

3秒以下(スキャン幅500nm以下)

ア秒以下(スキャン幅1200nm以下)

処理機能
自動最適測定条件の設定，半値幅読み取り，差引演算，平均化，メモリパックアップ，

ピークサーチ，ピークセンタ，波長校正

データ記録など プリンタを内蔵.GP-I巳標準装備

寸法・重量 266( H). 42巴(W).450(O)mm. 30kg以下

"， 1分解能当り(ただし.分解能O.lnm.O.2nmを除く)
グ，2 -30d8m.分解能O.2-5nmlこて(SMファイバを使用)

.，，3波長1.1523μmおよび1.523μm(分解能O.lnm)1こて，ピーク波長から-:t1nm離れた時のピークレベルとのレベル差(SMファイ八を使用)
…4波長1.1523umおよび1.523μm(分解能O.lnm)にて.ピーク渡長から士10nm灘れた時のピークレベルとのレベル差(SMファイ八を使用)
パ5波長1.1523umおよび1.523μm(分解能O.lnm)1こて.ピ ク波長から士5nm磁れた時のピークレベルとのレベル差(SMファイバを使用)
γ6平均化処理1.測定レンジ-30d8m(luW)以上
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応用機器・部昂および周辺機器

(発光素子測定ユニット(MA818A)

コネクタ結合していない素子のスペクトラムを測定するときに用

いますhワンタッチで‘素子を固定し、光ファイパlこ結合できま五

素子の形状に合わせたヘッドを用意しており安換が可能ですh

(写真A)

(平行ビームマウント(MA818B)

光ファイ/'i.ーコードからの光を平行ビームとして空間に放射し，

再び光ファイパに結合で、きるユニットで弘光学材料などの損

失波長特性の測定に使用します~ (写真巳)

(先端レンス付光ファイパコード〉

推奨晶 OPCL-5G100-FC-口m(日本板硝子製)(501

125μm NAO.18 FCプラク1寸，長さ口m)

※平行ビームを光ファイバlこ効率よく結合できます。

(写真E)

コア径200μmのタイプもあります。

OPCL-20H100-FC-口m

〈光ファイバーコード)(写真0)

(大口径光ファイi'i.コード(大日日本電線製)

推奨晶 SM-600FVD-85P付(600/750μmNAO 

0.2両端lこFC相当晶のコネクタ付)(写真C)

コア径200μmのタイプもあります。

SM-200FVD-85P付

〈標準波長発生器(MG8601A))

MG8601Aは複数のスペクトルランプとガスレーザを組込ん

だ波長の発生器です。光スペクトラムアナライザの波長校正v

に適しています。

規格

光源:Ar， Kr， Ne， Hgランプ

He-Ne力、スレーザ(波長=0.63282μm)

波長確度::t0.02nm 

スペクトルレベル :-70dBm以上(添付の光ファイバコード使用時)

出力コネクタ :FC

使用温度範囲:23o:t50C 

16 

⑮ 

※MS8001A/Al. MS8002A. MS86A光スペクトラムアナライ

ザの波長範囲全般にわたって波長確度を確認すること力、できます。MS

8001A/Alの場合はWAVECAし旧円ATION(波長校正)機能を持

っていまま己 これは，ある一つの波長を，より正確に合せる機能ですhその

波長近傍で高精度の;皮長測定ができます。

• 

• 



• 

〈白色光源(MG922A)

MG822Aは損失波長特性，透過率波長特性の測定に必要
な広波長需域光源です。

発光素子 :ハロゲンランプ

波長 :0.4-1.6μm 

出力 1:-45dBm/5nm(0.7-1.白μm)

-55dBm/5nm ( 0.4-1.6μm) 
出力安定度 '2:0.3d日以下

※l 当社製GIファイパ(50/125NAO.2)2m使用時

※2 10分間の安定度

(コントローラ(PacketVシリース。PE円SONAL
TECHNICAL COMPUTE円))

MS8001Aの外部コントローラとして用いますb
・高性能16ピットマイクロプロセッサ巳巴000による高速処理

・FDOSをベースにしたANSI拡張BASIC
・豊富なインタフェース

MB24A移動台車
折りたたみ，持ち運びが簡単な移動台車で主

・最大積載量 :40kg 

・テーブル角度 :水平(固定)

・コンセント :5個

MS800lA用キャリンクケース
自動車，航空機等による輪送時には，このキャリングケースを

用いると便利です。 る
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オー夕、リンク、インフォメーション

ご契約にあたっては形名， 記号， 昂名，数量をご指定ください。

形名・記号
Eコ
ロ口 名 備 考

MS8001A 

MS8001A1 

本体

光スペクトラムアナライザ

光スペクトラムアナライザ

00008 

00017 

E0006 

Z0007B 

標準添付晶

GP-旧媛続ケーブル， 2m

電源コード， 2.5m: 

電源用キー :

プリンタ用紙

本

本

個

巻

1

1

2

2

 MS8001A/A1用ヒユース5A 2個

MS8001A/A1光スペクトラムアナライザ取扱説明書 ・ 1部

MA818A 

MA818B 

00205 

00202 

00203 

00204 

MP815A 

応用部品

受光素子;~IJ定ユニット

平行ビーム・マウント

大口径光ファイパコード， コア径600μm

大口径光ファイバコード，コア径200μm

先端レンズイ寸光ファイバコード，コア径50μm

先縞レンズ付光ファイバコード，コア径200μm

ファイバアダプタ

• 本体およびヘッド

SM-巳00FVD-85P付

SM-200FVD-85P付

OPCL-5GlOO-FC-口m

OPCL-20H100-FC-[Jm 

ジャケット径0.3-1.0μm用

(クラッド径125μm)

MG822A 

DDC7707A 

保護フタ

キー・力パー

MS8001A/A1用本体キャリンク‘ケース

周辺機器

白色光源

PocketlIlJてーソナル・テクニカル・コンピュータ

Pocket Vシリーズパーソナル・テクニカル・コンピュータ

移動台車

キャスター付

損失波長測定用光源

MB24A 水平位置固定式 • B
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消耗晶

プリンタ用紙

プリンタ用紙

1組:己巻

1組 E巻，無じん紙

IInritsu 記数事項はおことわりなしに変更することがあります。

アンリツ株式会社
お見積.ご注文.修理などのお問い合わせは下記まで

アンリツ電子株式会社
本社営業部 1EL03.446.2511 〒106 東京都港区南麻布5.10.27

厚木支庖 0462.23.2222 243 押奈川県厚木市恩名1800

西東京支后 0425.28.1511 190 吏京都立川市曙町2-34-13/Tリンピ‘ノヲ第3ピル

北関寅支后 0486-45.3366 330 燭玉県大宮市宮町4-80みつる商会ピル

関西アンリツ電子株式会社
本社営業部 1EL06-391.1211 干532 大阪市淀川区宮原4-1-14住友宣命新大阪北ピル

本社告宮業部 1EL03-446-1111 〒106 東京都港区南麻布5-10-27
札幌支后 011-231-6228 侃 0 札幌市中央区大通西5.8昭和ピル

仙台支后 022-266-6131 980 仙台市 番町2-3-20第3日本オフィスピル

関東支后 03-446-1111 106 東京都港区南麻布5-10-27

名古屋支后 052-582-7281 450 名古屋市中村区名駅4.27-20 名古屋三井ピ)~有館

関西支社 06.391-0111 532 大阪市澗11区宮原4-1-14住友宝命新大阪北ピル

抑戸支后 078-361-3651 650 神戸市中央区中町通2-1-18日本生命押戸駅前ピル

広島支后 082-263-8501 732 広島市東区光町1.10・19日本生命光町ピル

福岡支后 092.471.7655 812 福岡市岡多区樽多駅南1-3-11樽害問ビル

計測器事業部
宮築}在進部 1EL03-446・1111 〒106 東京都港区南麻布5-10-27

1草木事業所 0462-23-1111 243 神奈川県厚木市恩名1800

CAT. NO. MS9001A AH  
1987-930KL 


